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   PARAMIDIN® capsules were administered at the dosage of 3-9 capsules daily for a total 
of 33 patients, including cases of cystitis, after surgery for phimosis and hypospadias and before 
or after surgery of the testes and epididymis. The following results were obtained. 
   1) A pronounced anti-edema effect was observed in almost all cases. 
   2) The congestion-relieving effect was examined in the cases of cystitis and an improve-
ment was found in all cases in which long-term treatment was given. No effect, however, was 
observed with short-term treatment. 
   3) Antipyretic and analgesic effects were indefinite. 
   4) Side effects consisted of gastro-intestinal disturbance and drowsiness but they were not 
so severe as to require discontinuation of medication.





おける粘膜の浮腫,充 血,お よび陰茎,陰 嚢に
対する手術時に発生する浮腫,充 血などに対す
る治療薬剤の使用が望まれる.
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その改善状態 をみるに,4日 で清浄化 されたもの2
例,8日 で改善されたもの8例,20日で1例 を 認 め
た.しかし4例においては投与期間中に改善を認めな
かった.す なわち,8日 以内に尿所見が清浄になった





































鈴 ○ き ○ よ
落 ○ あ ○
佐 ○ 木 ○ 恵
大 ○ あ ○
大 ○ さ ○ 子
中 ○ つ ○
籾 ○ と ○
小 ○ 信 ○
山 ○ う ○
柳 ○ 芳 ○





































膀 胱 鏡 所 見
























































































































勉 ○ 清 ○
穐 ○ 和 ○
伊 ○ 庄 ○
永 ○ 国 ○
佐 ○ 一 〇
久 ○ 雅 ○
吉 ○ 寿 ○
加 ○ 正 ○
壱 ○ 勝 ○




































































































宗 ○ 正 ○
富 ○ 泰 ○
千 ○ 光 ○
熊 ○ 綱 ○ 郎
遠 ○ 賢 ○
萩 ○ 修 ○
氏 ○ 賢 ○














































































































































非 ス テ ロ イ ド性 消 炎 剤 と し て 新 し く開 発 さ れ
た パ ラ ミヂ ン ② は1カ プ セ ル 中 にBCP(5-n-
butyl-1-cyclohexy1-2,4,6-trioxoperhydro-
pyrimidine)100mgを含 む カ プ セ ル 剤 で あ り,
動 物 実 験 で は 消 炎 作 用 な ら び に 局 所 の 浮 腫 消 裾
480 鈴木他:泌尿器科領域におけるパラミヂソ⑭の使用経験
において著 しい効果を示し,毒性 も弱 く,また





































例 にお いて認 あてい るが,私 共の場合 も同様で
33例のうち3例 に胃腸障害 を認めた.ま た催 眠
作用につい て,伊 藤 ら4),稲田 ら7},佐野 ら8)は
全 く認めなか った と述べ てい るが,わ れわれの
症 例では1例 のみで はあるが,明 らかに催 眠作
用が認め られた.
この他,発 疹,口 内炎,眩 量,出 血傾 向につ
いて も充分 な観 察を行 な ったが,み るべ き変化
は認 め られなかった.
以上 の 事 か らパ ラ ミヂン⑪は副作 用 も少 な
く,著 明な消炎効果が期待 で きる薬 剤 の1つ で











3.解 熱,鎮 痛効果は,こ れを確実に見出す
ことが出来なかった.
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